
少しずつ寒さも緩み、待ちに待った春が近づいてきました。もうすぐ、卒業式です。卒業式が終わると、それぞ

れの新しい生活が始まりますね。３年生の皆さんは、これから夢に向かって羽ばたいてください。１、２年生の皆

さんも、新学年に向けて、新しい一歩を踏み出しましょう。年度末の慌ただしい日々を過ごしながら、一年を振り

返り、これからの生活について考えてみましょう。寒暖差のある時期ですが、体調管理を心掛け、一日一日を大切

に過ごしていきましょう。 

３月は、今年度最後の朝読書を実施します。読みたい本を持参するか図書館で本を借りましょう。 

             

 
 

                    

 
 
 
 

図書館だより （第 11 号） 

北宇和高校図書委員会 

北宇和高校 令和４年度図書の館外貸出総数 ７８６冊 （令和５年２月２２日現在） 

令和４年度生徒一人当たり図書貸出冊数 ３.１冊  

今年度生徒一人当たり図書貸出冊数の目標は５冊です。まだ、年度末まで一月あるので、目標達成を

目指し、図書を利用しましょう。 

これから読むのにおすすめの本は、進路に関する本です。小論文対策、面接対策、進学後に学ぶ専門

に関する政治、経済、教育、理科、農業や時事に関する本で、図書館中央に小論文コーナーがあります。

他にも、リラックスしたり、ワクワクしたりするのにおすすめの本は、図書館に入ってすぐの中央の机の

上にある新着図書です。読みたい本が見つからないときは、気軽に図書委員に声をかけてください。 

     令和４年度 多読賞発表 

 

  1 位  2 年 3 組   芳村 胡桃     81 冊    

  ２位  1 年 1 組   平田 葉音     76 冊            

  ３位  1 年 3 組   松田 夏波     66 冊              

  ４位  3 年 2 組   池田 愛伶奈   59 冊        

  ４位  2 年 2 組   遠矢 和子     59 冊       

  ６位  3 年 3 組   橋本 和樹     54 冊      

  ７位  1 年 1 組   西野 可七実   31 冊   

     

今年度最も多くの図書を借りてくれ

た人を紹介します。 

７人とも様々なジャンルの図書を利

用してくれました。図書館の本をいつも

利用してくれて嬉しく思っています。 

これからも、本との素敵な出会いがあ

ることを願っています。 
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～朝読書週間～ 

３月３日（金）から 17 日（金）までは、今年度最後の朝読書週間となっています。図書館には、今年

度、リクエストを中心に、話題になっている本や人気のある本が多数入っています。ぜひ、この機会に

利用しましょう。図書委員も朝読書用図書をクラスごとに 10冊ずつ用意します。 

～貸出中の本の返却と春休みの貸出について～ 

 図書館の本を借りっぱなしになっている人、いませんか？年度末を迎えます。今一度確認して、借

りたまま忘れていたという人がいましたら、速やかに返却をお願いします。貸出期間が長くなってい

る人には、返却を呼びかけるため、図書委員が一覧表を作成します。３月３日（金）までに一度返却し

てください。返却は、図書館カウンターの白い箱に図書を入れるだけでかまいません。 

春休みに向けての貸出も随時行っています。２月以降に借りた本、朝読書用に借りた本、春休みに

読むために借りた本は、新学期に返却してください。 

寄贈図書のお知らせ 

 

（株）いよぎんホールディングスから、塩野七生さんの本５５冊を寄贈 

していただくことになりました。 

 

塩野さんはイタリアを拠点に、５０年以上に渡って執筆活動を続けられている歴史作家です。今

回、松山市の「いよぎんホールディングス」から講演依頼を受けて、初めて松山市を訪れたそうです。

講演を機に、「ローマ人の物語」や「ギリシア人の物語」など代表作の図書およそ３０００冊を県内の高

校に向けて寄贈されました。寄贈は、塩野さんの「講演料はいらないので、地元の若い人たちのため

に使ってほしい」という意向から実現したということです。「作家が与えられるものは、結局は作品だ

けです。誰かが作品を読んで、何かを感じてくれれば、もの書きにとって最高の喜びです」と話され

たそうです。                                

前日には「なぜ松山に来たかったのか」と題して講演され、その「答え」は、日露戦争で騎兵隊を率

いてロシアのコサック騎兵と戦った松山出身の軍人・秋山好古に関心があったのと、２００８年の歌

会始で塩野さんの作品に触れた歌で入選された、県内在住の女性に会うためだったと話されたそう

です。遠いイタリア在住の塩野七生さんが、松山や愛媛にゆかりのある人物に関心をもたれていた

ことに、親しみを感じますね。 

本が届き次第、図書館に受け入れ、貸出しを始めるので、ぜひこの機会に塩野七生さんの本を手

に取ってみてください。                             「NHK NEWS WEB」より一部引用 

・ 「ローマ人の物語」 文庫版全４３巻 

・ 「ローマ人の物語スペシャルガイドブック」 全１巻 

・ 「ギリシア人の物語」 全３巻 

・ 「ローマ亡き後の地中海世界」 文庫版全４巻 

・ 「十字軍物語」 文庫版全４巻 

 

塩野七生（しおの ななみ）さん 

 １９３７年東京生まれ、イタリア留学後、帰国し執筆活動開始。 

１９６９年「ルネサンスの女たち」でデビュー。イタリアを中心に 

古代から近世に至る歴史小説やエッセイを多数執筆。 

https://www.asahi.com/topics/word/%E6%97%A5%E9%9C%B2%E6%88%A6%E4%BA%89.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E6%AD%8C%E4%BC%9A%E5%A7%8B.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E6%AD%8C%E4%BC%9A%E5%A7%8B.html

